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₁．はじめに
　本論文はパーリ語の動詞 khīyati と khepeti の形態と意味について論じる
1
。
khīyati「尽きる、消耗する」と khepeti「使い果たす、尽くす」は自他動詞のペ
アである。しかしこれまで、khepeti は khīyati のペアとは見なされてこなかっ
た。その主な理由は、khepeti の由来がサンスクリット語の動詞 kṣip-「投げる」
（パーリ語 khipati）の使役に求められていて、khīyati の由来となる動詞 kṣi- に
は一致しないと考えられたからであろう
2
。また、辞書は khepeti の用例の一部
に「（時を）過ごす」の意味を当てて、同じく kṣip- の使役と見なしている。kṣip-
には「（時を）過ごす」の意味もあるからである。このような従来の見方は、サ
ンスクリット語を基準にしたものだと言える。
　本論文は従来の見方と異なり、パーリ語における実際の使われ方に基づくこ
とで、khīyatiと khepeti が自他動詞のペアであること、khepeti が kṣip- に由来
するとは考え難いこと、「（時を）過ごす」の意味は「使い果たす、尽くす」か
ら広がったと考えられることを述べる
3
。
１ 本論文では直説法現在３人称単数を動詞の代表形とする。
２ パーリ語は中期インド・アーリヤ諸語に属する言語である。サンスクリット語は中
期インド・アーリヤ諸語よりも古い文法を保持している。そのため、由来をサンスク
リット語に求め、どういう点が変化したのかを考えることが基本的な研究の手続きと
なっている。
３ khīyati は対格を伴って「～を批判する」を表す場合があり、本稿で扱う khīyatiと
は別の動詞と考えられているのだが、紙面の都合上、この khīyati については取り上
げないでおく。
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₂．本論文が扱うテキストの範囲
　まず、本論文が扱うテキストの範囲を述べておく。パーリ語は上座部仏教の
文献を伝える言語である。部派仏教が伝える基本的な文献は、ブッダや弟子の
言行録である「経」、教団の規律である「律」、教義を体系化した「論」の３種
に大きく分けられる。これらをまとめて三蔵という。
　本論文は三蔵の内の経と律に属する文献および Milindapañha を研究範囲と
した。これらは物語を豊富に伝える。物語は表現が豊かであるため、多様な用
例が調査できる。一方、論は仏教の教義を述べた、いわば専門書であるから表
現が豊かとは言えない。このような文献の性格の違いから、本論文では、語の
基本的な使われ方を調べるために、先の文献を優先的に扱った。
₃．khīyatiと khepeti の基本的な関係
　それでは、khīyati「尽きる、消耗する」と khepeti「使い果たす、尽くす」の
実際の使われ方を見ていこう。まず、khīyati の典型的な意味が読み取れる例
をあげる。（₁）では苦行の末に身体の肉がなくなることを言い、（₂）では寿命
が、（₃）では「（輪廻の原因が）漏れ入ること（漏入）」（榎本 ₁₉₇₈、₁₉₇₉、₁₉₈₃）が
なくなることを言っている。
（₁）Sn ₄₃₄a‒d lohite sussamānamhi | pittaṃ semhañ ca sussati / 
maṃsesu khīyamānesu | bhiyyo cittaṃ pasīdati /「血が乾いていくと、胆
汁と粘液が乾く。肉が消耗していくと、心がさらに澄む」。
（₂）S I ₁₀₉v (Th ₁₄₅) accayanti ahorattā | jīvitam uparujjhati / āyu 
khīyati maccānam | kunnadīnam va odakan //「昼夜は過ぎ行く。命は滅
びる。人間達の寿命は尽きる。小川の水のように」。
（₃）Th ₅₈₆ evaṃ viharamānassa | suddhikāmassa bhikkhuno / 
khīyanti āsavā sabbe | nibbutiñ cādhigacchati //「このように過ごし、清
浄を求める比丘の、すべての漏入は尽きる。そして彼は寂滅に達する」。
　次に khepeti を見るが、先の khīyatiとの関係に注目したい。（₄）は寿命を果
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たした後、業に従って輪廻することを語るが、寿命を果たすという文は（₂）の
使役である。同様に、（₅）は（₃）の使役である。自動文の主語である（₂）の
「寿命」と（₃）の「漏入」が使役の（₄）、（₅）では目的語になっている。この
ことから、両者は明らかに自他動詞のペアであることがわかる。
（₄）A I ₂₆₇ (₂₆₈, II ₁₂₆, ₁₂₇, ₁₂₉) tatra puthujjano yāvatāyukaṃ 
ṭhatvā yāvatakaṃ tesaṃ devānaṃ āyuppamāṇaṃ taṃ sabbaṃ khepetvā 
nirayam pi gacchati tiracchānayonim pi gacchati pettivisayam pi gacchati.
「人々はそこに寿命の限り留まって、それらの神々の寿命の分量の限り、
そのすべてを使い果たして、地獄にも行き、畜生の胎内にも行き、餓鬼の
境涯にも行く」。
（₅）Th ₃₆₄ yo ca tuṭṭhena cittena | suṇāti jinasāsanaṃ / khepetvā 
āsave sabbe | sacchikatvā akuppataṃ / pappuyya paramaṃ santiṃ | 
parinibbāti anāsavo //「喜んだ心で勝者の教えを聞く者は、すべての漏入
を尽くして、怒りのない状態をあらわにして、最高の落ち着きを獲得して、
漏入のない者として般涅槃する」。
　上に見た例が khīyati と khepeti の関係をよく示しているのだが、その他に、
基本的な意味がわかりやすい例もいくつかあげておきたい。（₆）は、女達が放
逸な男の名声などを使い果たすことを火が薪を消費していく様子にたとえてい
る。使役「使い果たす」の意味が理解しやすいだろう。
（₆）Ja-a II ₃₂₇v yasaṃ kittiṃ dhitiṃ sūraṃ | bāhusaccaṃ pajānanaṃ 
/ khepayanti pamattassa | kaṭṭhapuñjaṃ vā pāvako //「名声も評判も堅
固さも力も、多くの学習も正しい理解も、放逸な者のそれらを彼女達は使
い果たす。火が薪の山を〔使い果たす〕ように」。
　khīyati は精神的な面に対しても使われる。（₇）では khīyati が心に関連して
使われている。自分の悪い行為を後悔した者の心情が描かれていて、khīyati
は socati「嘆く」、tappati「苦しむ」、hāyati「だめになる」と並んでいる。直後
の比喩では、少量の水がなくなっていく様子に喩えられているため、後悔した
者の心が減退する様子を描いていることがわかる。
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（₇）Mil ₂₉₇ akusalaṃ pana mahārāja karonto pacchā vippaṭisārī hoti. 
vippaṭisārino cittaṃ patilīyati patikuṭati pativaṭṭati na sampasārīyati 
socati tappati hāyati khīyati na parivaḍḍhati tatth’ eva pariyādiyati. yathā 
mahārāja sukkhāya nadiyā mahāpu ḷ ināya unnatāvanatāya 
kuṭilasankuṭilāya uparito parittaṃ udakaṃ āgacchantaṃ hāyati khīyati 
na parivaḍḍhati tatth’ eva pariyādiyati evam eva kho mahārāja akusalaṃ 
karontassa cittaṃ patīlīyati patikuṭati pativaṭṭati, na sampasārīyati, socati 
tappati hāyati khīyati na parivaḍḍhati tatth’ eva pariyādiyati. 「大王よ、悪
いことをしていると、後で後悔することになる。後悔する者の心は引き下
がり、卑屈になり、後退し、広がらず、嘆き、苦しみ、だめになり、消耗
し、成長せず、その場でなくなる。大王よ、干上がった、中洲が大きい、
上昇したり下降したりしている、曲がりくねった河の上流に少しの水がや
ってきても、〔水は〕なくなり、尽き、増えず、その場でなくなるように、
ちょうどそのように、大王よ、悪いことをしている者の心は引き下がり、
卑屈になり、後退し、広がらず、嘆き、苦しみ、だめになり、消耗し、成
長せず、その場でなくなる」。
₄．khepeti について
₄．₁．khepeti の由来
　両者がペアだとわかったところで、次に、辞書など従来のコメントを取り上
げて、他動詞の khepeti がサンスクリット語の kṣip- に由来するかどうかを考
察する。だがその前に、問題の動詞とサンスクリット語
4
との関係を整理してお
きたい。この関係を前提にして、コメントされているからである。
　パーリ語は中期インド・アーリヤ諸語に属する。中期インド・アーリヤ諸語
はサンスクリット語に比べて、言語変化が進んだ言語の総称である。つまり、
サンスクリット語はパーリ語より古い文法を保持していると考えられている。
そのため、パーリ語をサンスクリット語と比較することで、語源や変化など通
時的な面を見ることができる。
４ 本論文では「サンスクリット語」をヴェーダ語と古典サンスクリット語を含めた広
義の名称として用いる。
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　まず、khīyati の由来となるサンスクリット語の動詞を見る。パーリ語
khīyati の由来となるサンスクリット語の動詞は、動詞語根 kṣi-である。kṣi- は、
鼻音挿入の現在語幹 kṣiṇā́ti が他動の意味「破壊する」を表し、接辞 -ya- を付し
た kṣī́yate, kṣīyáte が逆使役（anticausative）で「消える」の意味を表す（EWAia 
s.v. “KṢAY₃,” Kulikov ₂₀₁₂：₃₇₀‒₃₇₃など）。両者が自他動詞のペアになっているこ
とがわかる。他に、接辞 -aya-で作る使役 kṣapayati は叙事詩以降の文献に現れ
る
5
。
　パーリ語 khīyati はこの kṣī́yate, kṣīyáte に一致する
6
。一方、パーリ語には他
動詞の kṣiṇā́ti に当たる語形がなく
7
、kṣapayati に相当するものもない。パーリ
語における他動詞は先に見た通り khepeti であったが、この語形は、サンスク
リット語の使役 kṣapayati から直接的には導き難いと思われる。語形だけの点
からすれば、khepeti はサンスクリット語の動詞語根 kṣip-「投げる」の使役
kṣepayati「投げさせる、投げ入れる」（叙事詩以降の文献に現れる）に一致する
8
。こ
のことから、従来のコメントでは、khepeti が語根 kṣip- と関連付けられている。
khepetiと khīyatiとの関係についても、Cone（₂₀₀₁）の他は、はっきりと認めて
いないようである。
　さて、以上のことを踏まえて、khīyatiと khepeti に関する従来のコメントを
見ていこう。PED は khīyatiとの関連を示唆しつつも、khepeti を語根 kṣip- に
由来する動詞 khipati「投げる」の使役として記載している。また、ここに「（時
を）過ごす」の意味も載せている。
　Sakamoto-Goto（₁₉₉₃：₂₇₄‒₂₇₅）は接頭辞 pari の付いた形式を取り上げる。パ
ーリ語 parikkhīyanti「すっかりなくなる」（３人称複数、Thī ₃₄₇）に対する使役
５ 叙事詩や仏教よりも前に成立しているヴェーダ文献では、kṣapayati は現れないの
だ が、Insler (₁₉₈₇) が AVŚ ₁₂．₅．₄₄に 現 れ る “ápi kṣāpayati” と₅₁の “ápi kṣāpaya 
kṣāpáya”を kṣi- の使役と考えている。だが、このことを Zehnder（₂₀₁₁：₅₄‒₅₅）が再
検討していて、AVŚ の例は従来の理解通り語根 kṣā-「燃える」の使役であって、kṣi-
ではないと述べている。
６ 語頭の子音連続 kṣ が、パーリ語では同化という音変化を起こして kh になっている。
７ Cone（₂₀₀₁）は kṣiṇā́ti に相当する “khiṇoti, khiṇāti”を辞書の見出し語にしているが、
Cone（₂₀₀₁）自身が記しているように、それらの語は、実際には後代の文法書にしか
現れない。
８ サンスクリット語の -aya- という音の並びが、パーリ語では -e- に変化する。
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の形式には、parikkhayāpenti（３人称複数、M III ₄₅）が１回だけ現れる。この
parikkhayāpenti は使役の接辞 -āpe- が付いているのだが、parikkhīyatiと同じ
自動の意味を表している。Sakamoto-Goto（₁₉₉₃）はこのような使役の意味でな
い使役を調べて、それが再帰の意味を表すサンスクリット語の中動態に由来す
ることを明らかにした。この parikkhayāpentiも再帰という点で、parikkhīyati
と同じ意味になると述べる。だがここでは、パーリ語における動詞 kṣi- の使役
は、parikkhayāpenti の他にはないと述べられていて、khepeti は言及されてい
ない。
　 Cone（₂₀₀₁：s.v. “khiṇoti, khiṇāti₁”）は khīyati と の 関 係 に 注 意 し て お り、
khepetiを khīyatiの使役として辞書に載せているが、kṣip-と関連する可能性も
示唆している。一方、Cone（₂₀₀₁：s.v. “khipati₁”）は khepeti を「（時を）過ごす」
という意味で khipati の使役としても載せていて、「使い果たす、尽くす」の
khepetiと区別している。（₄）は「（時を）過ごす」の用例として引用されている。
　（₅）の訳注である Norman（₂₀₀₇：₂₀₉‒₂₁₀）は、khepeti を語根 kṣip- の使役と
する PED の理解に従う。一方で、PED が示唆する khīyatiとの関連にも言及し
ている。それによれば、khepeti が khīyati に関わるのは、サンスクリット語の
使役 kṣapayati から想定されるパーリ語の形式 *khapeti が
9
、語根の母音を標準
階梯にして派生する使役との類推によって khepeti に置き換えられたからであ
る。
　このように、khepeti は kṣip- と関連づけられていて、Cone（₂₀₀₁）の他では、
khīyati の使役だとは見なされていない。しかし、kṣip-「投げる」の使役
kṣepayati は「投げさせる、投げ入れる」の意味である
10
。実際の用例はほとんど
ないようで、サンスクリット語の辞書 PW には Rāmāyanaと Kathāsaritsāgara
の２例しか載っていない。パーリ語 khipati「投げる」の使役には khipāpetiと
いう形式があるが、これもまれで、Apadāna (１回), Milindapañha (１回)、
Jātaka の注釈を初めとする注釈以降にしか現れない。つまり、動詞語根 kṣip-
の使役は、サンスクリット語とパーリ語いずれにおいてもまれである
11
。また、
９ “*khapeti”は想定された形であって、実際にはパーリ語に存在しない。
₁₀ Sakamoto-Goto（₁₉₉₃）が示した「使役の再帰」をここに当てはめるのは難しいと考
えられる。というのも、少なくとも叙事詩に見られるサンスクリット語の kṣepayati
には、中動態の語尾が付かないからである。
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サンスクリット語の kṣepayati は khepeti「使い果たす、尽くす」と意味もかな
り離れている。こういったことから、kṣepayati を khepeti の由来として結びつ
けるのは難しいと考えられる
12
。
　パーリ語が必ずしもサンスクリット語に結びつく必要はない。先に紹介した
ように、Norman（₂₀₀₇：₂₀₉‒₂₁₀）は類推がはたらいたと考えるが、それが正し
ければ
13
、khepeti を kṣepayati に結びつけるよりも、むしろ khīyati をもとにし
て、新しいペアである khepeti ができあがったと考える方が自然であろう。
₄．₂．「（時を）過ごす」の意味について
　次に、辞書（PED s.v. “khipati,” Cone ₂₀₀₁：s.v. “khipati₁”）が khepeti を khipati
「投げる」の使役とし、「（時を）過ごす」の意味を当てることについて、考え
てみたい。確かに、サンスクリット語の辞書を見れば、動詞語根 kṣip-「投げ
る」の現在形 kṣipatiと使役 kṣepayati に「（時を）過ごす」の意味が、用例はわ
ずかだが、見つかる（PW (Nachträge) s.v. “kṣip” (vol. V p. ₁₃₄₉), Edgerton ₁₉₅₃：s.v. 
“kṣepayati”）。Edgerton（₁₉₅₃）は、研究者がサンスクリット語を参考にしないで
「過ごす」の意味を仏教文献に特別のものと考え、動詞 kṣi- との混同として考
えることに疑問を呈している。
　しかし、サンスクリット語の kṣip- に当たるパーリ語の khipati には、「過ご
す」の意味がない。Cone（₂₀₀₁）は本論文の例（₄）を「（時を）過ごす」の用例
にあげているが、（₄）は「寿命を使い果たす」という意味で間違いない。とい
うのも、同じ表現が（₂）のパラレルであるサンスクリット語の叙事詩『ラーマ
ーヤナ』（₈）にもあるからである。（₂）の khīyati に当たる動詞が（₈）では動
詞 kṣi- の使役 kṣapayanti（３人称複数）であるため、明らかに「寿命を使い果た
₁₁ 参考までに、パーリ語の例をあげておく。この例の khipāpesi（過去形）は、権力者
である王が動詞の表す動作を使役する主語（使役主）であるため、典型的な使役「～
に…させる」の意味は表していない（稲葉 ₂₀₁₃）。Mil ₂₀₃ tadā so rājā sakaputtaṃ 
corappapāte khipāpesi. 「その時、かの王は自分の息子を盗賊を落とす崖に投げた」。
₁₂ サンスクリット語の律文献では、パーリ語の khīyati とその派生語に相当する語が
kṣi- の場合と kṣip- の場合があるのだが（平川 ₁₉₉₄：₁₉₀‒₁₉₈）、紙面の都合上、検討
はしない。
₁₃ このことはパーリ語の自他動詞ペアにおける ī, i：e の交替の生産性の問題になるが、
本論文の範囲を超えるため、今後の課題にしておきたい。
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す」である。
（₈）R ₂．₉₈．₁₉ ahorātrāṇi gacchanti | sarveṣāṃ prāṇinām iha / āyūṃṣi 
kṣapayanty āśu | grīṣme jalam ivāṃśavaḥ // 「昼夜は過ぎ行く。この世に
おける生き物達すべての寿命をすぐに使い果たす。夏に、茎が水を〔使い
果たす〕ように」。
　こういった例から、寿命がなくなる表現に動詞 kṣi-（パーリ語 khīyati, khepeti）
が関わるのは、サンスクリット語、パーリ語に共通していることがわかる。
　さて、ここまで考えると、「寿命などの時間を使い果たす」という表現から
「（時を）過ごす」に広がるのはイメージしやすいのではないだろうか。つまり、
辞書は「（時を）過ごす」に読みうる表現をサンスクリット語にならって kṣip-
のパーリ語 khipati に関連付けたのだが、パーリ語では、あくまでも khepeti
「使い果たす、尽くす」から発展したものだと考えることができる。
　参考までに、Cone（₂₀₀₁）のあげる用例から注釈文献以外の例をいくつかあげ
ておこう
14
。いずれも khepeti の意味「使い果たす、尽くす」がもとになってい
る。中には「過ごす」と訳して違和感のないものもあるが、その場合は、先に
述べた意味の広がりとして捉えるべきだろう。
（₉）Ja VI ₂₃₇ v. ₁₀₆₂ bahuvassagaṇe tattha | khepayitvā bahuṃ 
dukhaṃ / bheṇṇākaṭe ahuṃ rāja chakalo uddhitapphalo //「そこで多く
の年月の間、多くの苦しみを尽くして、王よ、私はベンナーカタにて、去
勢された雄ヤギになった」。
（₁₀）Pv v. ₆₈₈ cūḷāsīti mahākappuno | satasahassāni pi hi / ye bālā 
ye ca paṇḍitā | saṃsāraṃ khepayitvāna | dukkhass’ antaṃ karissare //
「八百四十万大劫（時間の単位）である、愚か者達も賢者達も輪廻を尽くし
て、苦しみの終わりを作るのは」。
（₁₁）Mil ₃ te ubho pi devesu ca manussesu ca saṃsarantā ekaṃ 
₁₄ 注釈文献は、本論文が扱ってきた文献よりも成立年代が遅いため、区別が必要と考
えられるからである。
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buddhantaraṃ khepesuṃ. 「彼ら両方は、神々と人間達の中を輪廻しなが
ら、ブッダのいる期間１つを使い果たした（過ごした）」。
₅．まとめ
　本論文はパーリ語の動詞 khīyatiと khepeti について論じた。khepeti は従来、
khīyati のペアには見なされていなかったが、実際の使われ方を見れば、両者
は自他動詞ペアを作っていることがわかる。また、khepeti の由来は kṣip-「投
げる」の使役だと考えられていたが、ペアであることを踏まえれば、kṣip- には
由来しないと考えることができるだろう。パーリ語の辞書は khepeti に「（時を）
過ごす」の意味を当てるが、これも「使い果たす、尽くす」の広がりの中で理
解すべきだと考えられる。
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